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総評：運転技量は十分備わっているため、車体の操作に関して問題は見受けられませんでした。速度はしっかり遵守されているものの、前車

との車間がやや狭い傾向があります。加えて信号停止中に携帯を操作していますので、発進時などに追突事故を起こす可能性があり危険で

す。走行中の確認については後退時の確認が不十分なまま後ろに下がっていたり、車線変更時にもミラーのみでの確認や動作が先行する傾向

が見受けられます。また、一時停止場所の通過方法が徐行となっており、見落としによる出会い頭事故を起こす可能性が含まれています。下

記を参考に、より安全な運転を行う習慣を身につけるようにしてください。
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危険感受性 D

改善項目 ③ 運転中に眠気を催しているシーンが多く見られました。

改善項目 ② 駐車時の確認方法に改善すべき点があります。

後退前および後退中の確認の範囲が狭くなっています。ミラーやバックモニター主体の確認と

なっていたり、片側一方に確認が集中しているため、見落しによる事故を起こす可能性が高い

です。ミラーやバックモニターが映している範囲は限定的で、運転者の意識も後方だけに向き

やすくなってしまいます。

●視線を移動してから、再び目の焦点が合うまでには時間がかかるため、ギアをバックに入れ

てすぐに下がったり、動きながら見るのではなく、一度周囲を確認してから後退を行うように

しましょう。また、片側一方に偏った確認ではなく、外輪差や歩行者、他の駐車車両の動きに

も目を配るようにしましょう。

走行中に頻繁に眠気を催しています。かつ低速走行中の車間がやや短いです。現状では居眠り

運転による追突事故や単独事故を起こす可能性があります。コーヒーやサプリメントなどによ

る対処は一時しのぎにしかなりません。ただちに追突しないよう車間を空けることはもちろ

ん、下記を参考に根本的な睡眠習慣の改善を行うようにしてください。

●渋滞時などは油断しやすく、一層眠気を催しやすくなります。そのような際に車間が短い傾

向にあると追突事故のリスクが高くなってしまいます。

●まずは、しっかりとした睡眠時間をとることが重要です。体内時計（サーカセメディアンリ

ズム）により日中は14時から16時ころに深い睡眠慣性が発動されるため、昼食後に仮眠をと

ることで眠気の排除をすることができ、午後のパフォーマンスを維持しやすくなります。ただ

し仮眠をとる際は、深い眠りに入らないよう20分以内にとどめるようにすることが好ましい

とされています。

改善項目 ① 走行中の車間距離および運転マナーについて改善すべき点があります。

走行中の車間距離がやや近いです。かつ、走行中や信号停止中に荷物に手を伸ばしたり、携帯

や通信機器の画面を注視しています。現状では、よそ見、わき見による追突事故を起こす可能

性があります。また、片手での運転が常態化しているため、咄嗟の回避が出来ずに単独事故を

起こす可能性があります。

●走行中の携帯電話の使用は違反行動であり、重大事故の原因になります。走行中は操作や注

視は行わないようにし、緊急時は道路の端に寄せ使用するようにしましょう。

●40km/hで走行している場合、たった1秒前方から視線をそらすだけで、車は11mも進んで

しまいます。
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ドライバーの運転を4項目に分け5段階で評価。

自身の課題がどのようなところにあるか、

どのようなリスク要因があるかが、

理解しやすくなっています。

課題点と改善方法は文章だけでなく、

イラストがあることでより理解が深まります。

口頭や文章では伝わりづらい危険などを、

視覚的に訴えることで、危機管理意識を促します。

改善項目を"リスク"の高いものから順に最大3つ記載。

改善項目には、現状の課題と改善方法を具体的に記載

しており、「気をつけなさい」「注意しなさい」

といった精神論とは異なります。

改善方法を具体的に記すことで、安全意識を高めると

ともに、改善目標の構築にもつながります。

・昼食後に仮眠

・20分以内にとどめる

・体を横にせず目を閉じる

・なるべく静かな場所を選ぶ

基本的な運転行動のみではなく、重大事故につながりやすい「居眠り運転」の兆候も診断しています。

振動や速度の変化で記録する安全装置では知ることのできない、危険行動の診断が可能です。

また、運転行動だけでなくリスクマネジメントという観点から、睡眠や生活習慣といった点についても、

アドバイスを行います。


